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県
の
融
資
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
四
月
一
日
よ
り
中
小
企
業
へ
の
融

資
の
道
を
開
く
た
め
、
設
備
、
店
舗

改
装
、
共
同
施
設
等
を
対
象
と
し
て

つ
ぎ
の
県
の
融
資
制
度
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

　
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

　
貸
付
金
額
…
二
十
万
円
以
上
八
百

万
円
以
内
　
貸
付
率
…
所
要
金
額
の

二
分
の
一
以
内
　
利
子
…
無
利
子

最
縫
申
し
込
み
〆
切
…
六
月
十
九
日

　
中
小
企
桑
設
備
合
理
化
資
金

　
貸
付
金
額
…
十
万
円
以
上
五
百
万

円
以
内
　
貸
付
率
…
所
要
金
額
の
三

分
の
二
以
内
　
利
子
…
年
利
四
・
八

総　
こ
の
ほ
か
に
、
中
小
企
業
事
業
転

換
設
備
資
金
、
中
小
商
業
近
代
化
資

金
、
中
小
企
業
設
備
貸
与
制
度
な
ど

4し

こ
い
饗
者
⑳

も
酒
多
ん

　
　
　
料
理
の
味
が
も
の
足
U
な

　
ジ
　
　
　
い
と
き
、
酒
、
味
り
ん
の
使

　
　
　
用
量
を
少
し
ふ
や
し
て
み
ま

　
e

　
　
　
し
よ
・
つ
。

　
　
　
O
滴
渣

　
　
　
う
る
ち
ゑ
を
ほ
む
に
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
斜
理
の
味
を
上
品
な
甘
さ

　
　
　
に
仕
上
げ
た
い
時
、
魚
肉
の

ら
　
　
　
奥
み
消
し
、
み
り
ん
は
材
料

　
　
　
を
堅
く
す
る
性
質
が
あ
る
の

　
　
　
で
煮
く
ず
れ
を
防
ぎ
ま
す
。

①
　
　
　
汁
を
短
時
閥
で
沢
山
使
う

　
　
　
時
に
は
一
慶
沸
と
う
さ
せ
て

　
　
　
煮
切
リ
み
り
ん
に
し
て
か
ら

　
　
　
な
い
ま
し
ょ
う
ロ

髪
擁
謬
燈

が
あ
り
ま
す
が
、
詳
し
く
は
市
商
工

課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

簿　
　
　
十
日
町
市
民

　
　
　
合
唱
団

　
十
日
町
市
民
合
唱
団
（
上
野
敏
会

長
）
で
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
十
日

町
混
声
創
立
以
来
二
十
五
周
年
を
迎

え
、
現
在
広
く
新
会
員
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
創
立
当
初
、
市
内
に
は
各
会
社
単

位
の
合
唱
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
当
団
が
中
魚
沼
地
域

で
唯
一
の
組
織
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
当
団
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
か

ら
脱
皮
し
、
中
魚
沼
の
合
唱
活
動
の

中
心
的
な
存
在
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

体
制
に
し
よ
う
と
、
会
員
勧
誘
活
動

を
行
い
、
一
般
市
民
の
積
極
的
な
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
練
習
日
は
、
毎
週
水
曜
午
後
七
時

か
ら
九
時
ま
で
、
市
民
会
館
四
階
講

堂
で
行
っ
て
い
ま
す
。
入
団
の
申
し

込
み
は
、
そ
の
都
度
会
場
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

毒
、
劇
物
、
農
薬
の
廃
棄

は
ご
注
意

　
先
日
、
新
潟
市
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
捨
て
て
あ
っ
た
殺
虫
剤
の
空

カ
ン
の
残
液
に
よ
り
、
作
業
員
の
中

毒
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
毒
、
劇
物
や
農
薬
な
ど
を
無
秩
序

に
投
棄
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
危
険

で
あ
り
、
ま
た
法
律
で
も
厳
し
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
所
や
家
庭
で
処
分
す
る
場
合

　　　－賦詩。

壌騨数
も
　　静’乏顧⑰
　　ツ認ノ　価14

　　　　　　レ》　 lv諺耐，1

、灘撫

は
、
中
和
、
酸
化
な
ど
す
る
か
、
少

量
ず
つ
燃
焼
さ
せ
る
な
ど
し
て
危
険

の
な
い
よ
う
に
し
て
廃
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
処
分
方
法
が
わ
か
ら
な
い

方
は
保
健
所
へ
相
談
を
。

大
切
な
森
林
に

森
林
国
営
保
険
を
，

　
森
林
災
害
に
備
え
る
と
共
に
、
安

心
し
て
林
業
経
営
が
で
き
る
た
め
に

つ
ぎ
の
と
お
り
「
森
林
国
営
保
険
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
杉
や
桐
の
林
を
守
る
た
め
に
大
い

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
の
内
容

　
対
象
地
　
人
工
造
林
し
た
と
こ
ろ

（
但
し
、
県
造
林
補
助
金
を
受
け
て

植
栽
後
五
ヵ
年
間
過
ぎ
な
い
所
は
除

く
）
。

　
対
象
災
害
　
火
災
、
雪
害
、
干
害

凍
害
、
水
害
、
風
害
。

　
保
険
災
害
の
程
度
　
偶
然
的
な
事

故
に
よ
り
林
木
の
生
立
が
不
能
と
な

っ
た
場
合
で
あ
り
、
支
払
保
険
金
を

県
が
調
査
算
定
し
て
千
円
以
上
の
も

　
　
　
　
　
　
　
＠
，
－
～

の
（
但
し
、
植
え
枯
れ
や
病
虫
獣
被

害
は
除
く
）
。

　
保
険
料
及
び
保
険
金
額
　
別
表
の

と
お
り
（
但
し
、
杉
二
十
一
年
生
以

上
又
は
桐
二
年
生
以
上
の
林
を
保
険

契
約
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
か
か

わ
ら
ず
県
が
事
前
調
査
し
た
う
え
で

保
険
金
額
及
び
保
険
料
額
を
決
め
る
。

な
お
、
支
払
い
保
険
金
額
は
保
険
事

故
発
生
に
よ
る
損
害
額
の
範
囲
内
と

す
る
）
。

　
保
険
事
故
の
届
け
出
　
災
害
発
生

か
ら
二
ヵ
年
以
内
で
す
が
、
状
況
確

認
調
査
す
る
た
め
早
目
に
森
林
組
合

へ
届
け
出
る
こ
と
。

　
申
し
込
み

　
十
日
町
森
林
組
合
に
、
対
象
の
字

名
、
地
番
、
面
積
、
植
栽
本
数
を
届

け
出
る
こ
と
。
保
険
料
は
後
日
の
正

式
契
約
の
際
納
入
。
そ
の
他
不
明
の

点
は
同
組
合
へ
。

保
険
料
額
及
び
保
険
金
額

杉林の一例（1㌶当たり）
契約時林令 保険期間 保険料額 保険金額限度

1年 5力年 6，100円 25～52万円

7年 5力年 11，900円 64～81万円

10年 10ヵ年 26，700円 81～118万円

30年 10力年 43，800円 199～394万円

50年 10力年 72，800円 527万円

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▽
蕪
木
義
男
（
神
明
町
）
…
…
六

千
円
　
▽
匿
名
…
…
二
千
円
　
▽
松

井
愛
美
（
本
町
西
一
）
表
彰
記
念
と

し
て
…
…
一
万
円
　
▽
郷
友
会
（
代

表
　
岡
村
孝
一
）
…
…
千
四
百
五
十

一
円
　
▽
庭
野
恒
治
（
中
条
旭
町
）

　
…
ぞ
う
き
ん
四
十
枚
　
▽
飯
塚
貞

俊
（
田
中
町
本
通
り
）
香
典
返
し
…

…
十
万
円
　
▽
山
内
与
喜
男
（
本
町

二
）
児
童
の
交
通
安
全
に
…
…
七
万

円
　
▽
匿
名
…
…
五
百
円
。

交
通
止
め
の
お
知
ら
せ

　
一
般
国
道
二
五
三
号
線
高
田
町
三

丁
目
地
内
の
中
沢
橋
は
、
橋
梁
復
旧

工
事
の
た
め
七
月
三
十
一
日
ま
で
全

面
交
通
止
め
と
な
り
ま
す
。

　
歩
行
者
な
ら
び
に
車
輌
の
迂
回
路

は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
沼

爪
蜷
－

轟
巽
鯛

奄碓
　
7
　
　
　
　
壷
ハ
い
“

り
～

あ
た
た
か
《

な
・
て

爪
鳥
捌
　
魔

い
っ
ぱ
い
ρ
．
　
7
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］
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■市勢／人ロー50，465人（男24，607・女25，858）／世帯数…・11，876／面積一211・44k㎡（4月旧現在）
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日
鮮
、

　
臼朔

、

鰻
、

嘉

展示31偵の

6麓
　□236号□

　産地恒例の「十日町織物総合求評会」は、去る5月26日、織物会館で開催

されました。

　会場いっぱいに飾られた力作は全部で374点。取引商社150店を審査員

に技術、地風、色柄、市場性等厳しい審査が行われました。

　出品作品はいずれも、きもののまちを代表する優秀商品ばかりで、十日

町織物の販売促進効果が期待されます。
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き
荊
い
な
ま
）
ち
．
「
》
く
り
を

｝
躍
、
梅
雨
期
や
集
中
豪
雨
時
に
は
、
側
こ
う
の
水
が
あ
ふ
れ
て
困
三

襲
伽
薩
講
肺
矯
藷
罷
駿
禁
め
と
い
易
が
あ
り
委
㎝

｝
最
近
の
ご
み
は
、
唇
な
蓄
の
が
多
く
・
発
ぽ
う
ス
チ
・
－
ル
や
ビ
・
二

難
難
驚
難
聯
鰹
雄

鐵
鱗
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
に
こ
み
を
捨
て

力
、
ハ
エ
の
撲
減
を
…
：

今
日
も
市
環
境
課
職
員
に
よ
る
煙
霧

消
毒
が
行
わ
れ
て
い
る
（
妻
有
町
地
内
》

下水管埋設工事に着手

　
市
で
は
、
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
公
共

ド
水
道
の
建
設
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
現
在
下
川
原
町
地

内
の
終
末
処
理
場
進
入
道
路

に
、
幹
線
と
な
る
下
水
管
を

埋
設
す
る
工
事
を
は
じ
め
て

い
ま
す
。

　
ド
水
道
の
建
設
は
、
多
額

の
費
用
と
年
月
が
必
要
な
た

め
、
市
の
財
政
事
情
、
地
形

等
を
ト
分
考
え
な
が
ら
計
画

な
い
で

　
最
近
、
川
や
山
間
地
の
崖
下
な
ど

に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
た
り
、
側
こ
う
、

排
水
路
等
に
ド
ロ
や
ご
み
が
つ
ま
り
、

水
の
流
れ
を
悪
く
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
道
路

沿
い
に
あ
る
田
畑
の
持
主
の
方
は
、

自
動
車
等
か
ら
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空

缶
、
空
ビ
ン
の
処
理
に
困
っ
て
い
ま

す
。
ご
み
は
、
所
定
の
場
所
以
外
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

河
川
を
き
れ
い
に

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
第
一
期
事
業
と
し
て

レ
日
町
駅
を
中
心
と
し
た
約
百
四
十

八
鴛
の
市
街
地
で
、
川
治
川
か
ら
田

川
の
間
で
、
飯
山
線
か
ら
東
側
の
山

沿
い
を
総
事
業
費
約
八
十
六
億
円
で

昭
和
五
十
六
年
ま
で
に
行
う
予
定
で

す
。　

工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
極
力
周
辺

農
地
へ
の
通
行
に
支
障
を
さ
た
さ
な

い
よ
う
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
河
川
の
水
質
汚
濁
は
、
企
業
の
処

理
施
設
の
完
備
等
で
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
処
理
施
設
を

有
し
な
い
工
場
等
は
、
廃
水
処
理
に

ト
分
注
意
を
払
い
河
川
の
浄
化
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

油
水
分
離
槽
の
設
置
を

　
家
庭
排
水
も
河
川
の
汚
濁
原
因
の

ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
排

水
に
も
沈
澱
槽
を
設
け
る
な
ど
維
持

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
市

内
で
油
流
出
事
故
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
起

き
て
い
ま
す
。
油
が
流
出
し
ま
す
と
、

水
稲
や
魚
類
に
害
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
油
類
を
使
用
す
る
と
き

は
、
防
油
堤
や
油
水
分
離
槽
を
設
け

未
然
防
止
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

万
一
事
故
が
起
き
た
と
き
は
、
消
防

署
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
吸
着
材
等

で
被
害
を
最
少
限
度
に
く
い
と
め
る

よ
う
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

困
糞
便
の
処

　
　
理
を

　
犬
の
糞
便
が
道
路
や
公
園
に
残
さ

れ
て
い
る
の
が
目
に
つ
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
引
き
運
動
を
し
た
人
が

必
ず
処
分
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
家
庭
の
ご
み
は
、
収
集
し
や
す
い

よ
う
に
水
切
り
を
よ
く
し
、
適
当
な

量
を
袋
に
入
れ
る
か
、
き
ち
ん
と
束

ね
、
も
え
る
ご
み
と
も
え
な
い
ご
み

に
分
け
て
指
定
し
た
日
の
朝
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
、
商
店
等
か
ら
出
さ
れ
る
多

量
の
ご
み
は
各
自
で
焼
却
場
（
燃
え

る
ご
み
）
か
埋
立
地
（
燃
え
な
い
ご

み
）
へ
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
一
斉
清
掃
で
き
れ
い
な
ま
ち
に

　
家
の
内
外
や
神
社
の
境
内
、
公
園
、

広
場
等
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
下
水
溝
や
道
路

側
溝
等
は
町
内
で
定
期
的
に
清
掃
し

ま
し
ょ
う
。
清
掃
の
あ
と
、
衛
生
害

虫
の
発
生
し
そ
う
な
場
所
に
は
、
先

般
斡
旋
し
た
オ
ル
ソ
乳
剤
や
ス
ミ
チ

オ
ン
粉
剤
等
で
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

（
油
剤
の
煙
霧
消
毒
機
は
環
境
課
で

貸
し
出
し
ま
す
）

八箇トンネル付近のガケ下に
不法投棄されたごみの山・…。

瀦
化
鯨
清
掃
管
理
の

徹
底
を

　
し
尿
浄
化
槽
の
放
流
水
が
悪
臭
を

放
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ー
。
悪
臭
は
つ

ぎ
の
よ
う
な
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

　
し
尿
浄
化
槽
の
清
掃
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

口
水
が
不
足
す
る
と
大
切
な
浄
化

菌
が
死
ん
で
浄
化
で
き
な
く
な
り
悪

臭
や
汚
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
水

は
十
分
に
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

□
便
器
の
掃
除
に
塩
酸
を
使
っ
た

り
、
バ
ッ
キ
式
の
浄
化
槽
は
空
気
を

送
る
モ
ー
タ
ー
の
電
源
を
切
っ
た
り

す
る
と
浄
化
菌
が
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
浄
化
槽
の
清
掃
及
び
管
理
は
、

し
尿
浄
化
槽
清
掃
業
者
（
す
る
が
や

清
掃
社
、
津
南
清
掃
社
、
下
条
清
掃

社
）
と
委
託
契
約
を
結
び
定
期
的
に

点
検
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
消
毒

薬
の
補
給
と
清
掃
を
し
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
設
置
者
も
常
時

放
流
水
を
監
視
し
、
異
常
を
発
見
し

た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
清
掃
業
者
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

□
』
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
き

は
、
市
役
所
を
通
じ
保
健
所
へ
届
出

が
必
要
で
す
。

市
役
所
に
防
災
無

　
県
は
、
風
水
害
、
地
震
、
火
災
、

豪
雪
な
ど
の
災
害
時
に
活
用
す
る

た
め
、
全
県
下
の
市
町
村
に
防
災

無
線
の
設
置
計
画
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
　
こ
の
ほ
ど
　
当
市
に
設

置
さ
れ
、
去
る
六
月
一
日
か
ら
開

局
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
県
庁
を
基
地
に
全
市

　
　
　
国
の
防
災
関
係
機
関
（
百

五
十
四
局
）
を
防
災
無
線
で
結
び
、

有
事
に
備
え
る
こ
と
に
し
て
し
ま

す
。

　
当
市
で
は
、
総
務
課
、
宿
直
室
、

市
民
ホ
ー
ル
（
環
境
課
）
に
取
り

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
六
月
の
北
陸
地
方
の
天
気
予
報

で
は
、
つ
ゆ
入
り
が
平
年
並
み
か

や
や
早
い
み
こ
み
で
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
豪
雨
に
よ
る
水

害
、
崖
く
ず
れ
、
地
す
べ
り
等
の

災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
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二
十
歳
を
二
十
歳
の
手
で
！

76
　
、
．
卜
歳
の
新
し
い
門
出
を
、
我
々

の
罫
で
楽
し
い
思
い
出
を
残
そ
う
と

κ
月
レ
六
日
、
市
民
体
育
館
で
新
成

人
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
成
人
式
は

と
か
く
形
式
的
な
も
の
に
受
け
と
め

ら
れ
が
ち
で
す
が
、
式
典
は
式
典
と

し
て
、
今
年
初
め
て
の
試
み
で
し
た

が
、
　
“
、
一
十
歳
を
、
一
十
歳
の
手
で
”

を
合
言
葉
に
、
今
年
度
成
人
式
該
当

者
の
自
主
企
画
に
よ
る
こ
の
祭
は
、

企
画
か
ら
運
営
ま
で
す
べ
て
新
成
人

の
手
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

で
一
日
を
楽
し
む

は
約
五
十
人
が
参
加
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
に
、
ゲ
ー
ム
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
と
参
加
者
は
楽
し
い
愉
快
な
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。
企
画
委
員
会
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
の
代
表
十
八

名
（
男
九
名
、
女
九
名
）
で
構
成
さ

れ
二
月
中
旬
か
ら
熱
心
に
企
画
を
練

っ
て
き
ま
し
た
。
同
委
員
会
で
は
一

応
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
た
こ
と
を
喜

ぶ
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
も
心
に
残

る
催
し
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自主企画のゲームで一日を楽しむ新成人たち

正しい横断を
　市内の小学校に入学した新…

年生は、市内で847名。

　県及び日赤、十日町市から寄

贈された交通安全帽子と、交通

安全協会から寄贈されたランド

セルカバーを身につけて元気に

通学しています。写真は西小児

童の正しい横断歩道のわたり方

の練習風景。

徹
底
し
た
取
締
り
を
実
施

　
　
　
　
　
6
月
は
交
通
事
故
防
止
強
化
月
間

　
最
近
市
内
で
重
大
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
が
、
五
月
二
十
三
日

現
在
で
す
で
に
昨
年
の
二
倍
と
い
う

異
常
な
発
生
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
郡
市
交
通
安
全
対
策

会
議
、
郡
市
交
通
安
全
協
会
連
合
会
、

十
日
町
警
察
署
で
は
、
五
月
二
十
五

日
郡
市
緊
急
交
通
事
故
防
止
研
討
会

を
開
き
、
六
月
の
一
ヵ
月
間
を
交
通

事
故
防
止
強
化
月
間
と
し
て
強
力
な

運
動
を
展
開
し
て
行
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
特
に
、
飲
酒
運
転
者
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
徹
底
し
た
取
締
り
と

背
後
関
係
の
追
求
。
運
転
者
の
安
全

意
識
に
対
す
る
再
教
育
を
実
施
し
て

行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
主
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
防

止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

成
人
者
が
記
念
植
樹

　
去
る
五
月
九
H
の
成
人
式
終
了
後

市
民
会
館
前
で
成
人
者
の
記
念
植
樹

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
、
－
ま
、
青
年
会
議
所
が
主
催
し

て

一
r
・
、
た
も
の
で
、
「
は
ば
た
け
青
春
」

と
題
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
シ
ー
ダ
ー
二
本

が
振
り
袖
す
が
た
の
成
人
者

達
の
手
で
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
主
催
者
の
田
村
哲
彦

理
事
長
は
、
「
ヒ
マ

フ
ヤ
シ
ー

ダ
i
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
）
の
よ
う

に
強
く
た
く
ま
し
く
生
き
て

谷
し
し
」
と
成
人
者
に
呼
び

か
け
て
い
ま
し
た

村
山
幸
枝
さ
ん
の
生
活
体
験
発
表
は
、

市
民
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

交通事故発生状況（高年5月23日現在
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者

年15

弘
甜
到
劉

傷
響
－
一
－
計
｝

年罐
醤
草
遥

脈
蝦
倣
躰
山
内
正
豊
氏
ら
を
表
彰

　
新
潟
県
体
育
協
会
（
会
長
君
健
男
）

で
は
、
去
る
六
月
六
日
長
岡
市
で
行

わ
れ
た
県
民
ス
ポ
ー
ッ
の
日
中
央
大

会
（
第
1
9
回
新
潟
国
体
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
）
で
、
県
下
の
ス
ポ
！
ツ

振
興
に
尽
力
さ
れ
た
体
育
功
労
者
と

優
秀
競
技
者
を
表
彰
し
ま
し
た
が
、

卜
日
町
市
で
は
つ
ぎ
の
、
一
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

身障者雇用に新しい光
　
身
障
昔
の
．
雁
用
促
進
し
、
い

て
各
地
で
運
動
が
進
め
ら
n
．
曳

い
ま
す
が
、
、
曳
の
ほ
ざ
県
ド
各

地
に
先
が
け
、
県
心
身
障
害
者

雇
用
促
進
協
会
卜
H
町
支
部
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
身
障
者
の
雇
用
対
策

に
つ
い
て
効
果
的
な
活
動
を
進

め
、
身
障
者
に
適
当
な
職
場
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
N
H
K
青
年
の
主

張
全
国
コ
ン
ゥ
ー
ル
最
優
秀
賞

に
輝
く
村
山
幸
枝
さ
ん
の
生
活

体
験
発
表
な
ど
も
行
わ
れ
、
市

民
花
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

　
体
青
功
労
者

　
山
内
正
豊
氏
（
本
町
二
r
目
）

　
昭
和
二
十
五
年
、
十
日
町
公
民
館

長
に
就
任
、
社
会
教
育
及
び
社
会
体

育
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
町
村
合
併
後
は
、
ス
キ
ー

協
会
長
と
し
て
市
体
育
協
会
の
創
設

に
献
身
的
な
努
力
を
さ
れ
、
さ
ら
に

体
協
会
長
と
し
て
現
職
の
商
工
会
議

所
会
頭
に
就
任
さ
れ
る
ま
で
、
二
十

数
年
間
十
日
町
市
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興

に
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
優
秀
競
技
者

　
品
川
達
平
氏
（
山
本
第
、
二
）

　
十
日
町
高
等
学
校
教
諭
の
か
た
わ

ら
、
県
ス
キ
ー
界
の
第
一
人
者
と
し

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
五
予
年

度
国
体
ス
キ
ー
教
員
の
部
で
優
勝
。

こ
の
ほ
か
、
四
十
四
年
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
や
イ
ン
カ
レ
で
好
成
績
を
納
め
、

四
十
九
年
度
国
体
青
年
の
部
で
荏
位
、

リ
レ
ー
で
．
一
位
に
入
賞
す
る
な
ど
大

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
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き
荊
い
な
ま
）
ち
．
「
》
く
り
を

｝
躍
、
梅
雨
期
や
集
中
豪
雨
時
に
は
、
側
こ
う
の
水
が
あ
ふ
れ
て
困
三

襲
伽
薩
講
肺
矯
藷
罷
駿
禁
め
と
い
易
が
あ
り
委
㎝

｝
最
近
の
ご
み
は
、
唇
な
蓄
の
が
多
く
・
発
ぽ
う
ス
チ
・
－
ル
や
ビ
・
二

難
難
驚
難
聯
鰹
雄

鐵
鱗
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
に
こ
み
を
捨
て

力
、
ハ
エ
の
撲
減
を
…
：

今
日
も
市
環
境
課
職
員
に
よ
る
煙
霧

消
毒
が
行
わ
れ
て
い
る
（
妻
有
町
地
内
》

下水管埋設工事に着手

　
市
で
は
、
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
公
共

ド
水
道
の
建
設
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
現
在
下
川
原
町
地

内
の
終
末
処
理
場
進
入
道
路

に
、
幹
線
と
な
る
下
水
管
を

埋
設
す
る
工
事
を
は
じ
め
て

い
ま
す
。

　
ド
水
道
の
建
設
は
、
多
額

の
費
用
と
年
月
が
必
要
な
た

め
、
市
の
財
政
事
情
、
地
形

等
を
ト
分
考
え
な
が
ら
計
画

な
い
で

　
最
近
、
川
や
山
間
地
の
崖
下
な
ど

に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
た
り
、
側
こ
う
、

排
水
路
等
に
ド
ロ
や
ご
み
が
つ
ま
り
、

水
の
流
れ
を
悪
く
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
道
路

沿
い
に
あ
る
田
畑
の
持
主
の
方
は
、

自
動
車
等
か
ら
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空

缶
、
空
ビ
ン
の
処
理
に
困
っ
て
い
ま

す
。
ご
み
は
、
所
定
の
場
所
以
外
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

河
川
を
き
れ
い
に

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
第
一
期
事
業
と
し
て

レ
日
町
駅
を
中
心
と
し
た
約
百
四
十

八
鴛
の
市
街
地
で
、
川
治
川
か
ら
田

川
の
間
で
、
飯
山
線
か
ら
東
側
の
山

沿
い
を
総
事
業
費
約
八
十
六
億
円
で

昭
和
五
十
六
年
ま
で
に
行
う
予
定
で

す
。　

工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
極
力
周
辺

農
地
へ
の
通
行
に
支
障
を
さ
た
さ
な

い
よ
う
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
河
川
の
水
質
汚
濁
は
、
企
業
の
処

理
施
設
の
完
備
等
で
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
処
理
施
設
を

有
し
な
い
工
場
等
は
、
廃
水
処
理
に

ト
分
注
意
を
払
い
河
川
の
浄
化
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

油
水
分
離
槽
の
設
置
を

　
家
庭
排
水
も
河
川
の
汚
濁
原
因
の

ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
排

水
に
も
沈
澱
槽
を
設
け
る
な
ど
維
持

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
市

内
で
油
流
出
事
故
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
起

き
て
い
ま
す
。
油
が
流
出
し
ま
す
と
、

水
稲
や
魚
類
に
害
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
油
類
を
使
用
す
る
と
き

は
、
防
油
堤
や
油
水
分
離
槽
を
設
け

未
然
防
止
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

万
一
事
故
が
起
き
た
と
き
は
、
消
防

署
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
吸
着
材
等

で
被
害
を
最
少
限
度
に
く
い
と
め
る

よ
う
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

困
糞
便
の
処

　
　
理
を

　
犬
の
糞
便
が
道
路
や
公
園
に
残
さ

れ
て
い
る
の
が
目
に
つ
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
引
き
運
動
を
し
た
人
が

必
ず
処
分
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
家
庭
の
ご
み
は
、
収
集
し
や
す
い

よ
う
に
水
切
り
を
よ
く
し
、
適
当
な

量
を
袋
に
入
れ
る
か
、
き
ち
ん
と
束

ね
、
も
え
る
ご
み
と
も
え
な
い
ご
み

に
分
け
て
指
定
し
た
日
の
朝
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
、
商
店
等
か
ら
出
さ
れ
る
多

量
の
ご
み
は
各
自
で
焼
却
場
（
燃
え

る
ご
み
）
か
埋
立
地
（
燃
え
な
い
ご

み
）
へ
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
一
斉
清
掃
で
き
れ
い
な
ま
ち
に

　
家
の
内
外
や
神
社
の
境
内
、
公
園
、

広
場
等
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
下
水
溝
や
道
路

側
溝
等
は
町
内
で
定
期
的
に
清
掃
し

ま
し
ょ
う
。
清
掃
の
あ
と
、
衛
生
害

虫
の
発
生
し
そ
う
な
場
所
に
は
、
先

般
斡
旋
し
た
オ
ル
ソ
乳
剤
や
ス
ミ
チ

オ
ン
粉
剤
等
で
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

（
油
剤
の
煙
霧
消
毒
機
は
環
境
課
で

貸
し
出
し
ま
す
）

八箇トンネル付近のガケ下に
不法投棄されたごみの山・…。

瀦
化
鯨
清
掃
管
理
の

徹
底
を

　
し
尿
浄
化
槽
の
放
流
水
が
悪
臭
を

放
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ー
。
悪
臭
は
つ

ぎ
の
よ
う
な
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

　
し
尿
浄
化
槽
の
清
掃
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

口
水
が
不
足
す
る
と
大
切
な
浄
化

菌
が
死
ん
で
浄
化
で
き
な
く
な
り
悪

臭
や
汚
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
水

は
十
分
に
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

□
便
器
の
掃
除
に
塩
酸
を
使
っ
た

り
、
バ
ッ
キ
式
の
浄
化
槽
は
空
気
を

送
る
モ
ー
タ
ー
の
電
源
を
切
っ
た
り

す
る
と
浄
化
菌
が
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
浄
化
槽
の
清
掃
及
び
管
理
は
、

し
尿
浄
化
槽
清
掃
業
者
（
す
る
が
や

清
掃
社
、
津
南
清
掃
社
、
下
条
清
掃

社
）
と
委
託
契
約
を
結
び
定
期
的
に

点
検
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
消
毒

薬
の
補
給
と
清
掃
を
し
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
設
置
者
も
常
時

放
流
水
を
監
視
し
、
異
常
を
発
見
し

た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
清
掃
業
者
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

□
』
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
き

は
、
市
役
所
を
通
じ
保
健
所
へ
届
出

が
必
要
で
す
。

市
役
所
に
防
災
無

　
県
は
、
風
水
害
、
地
震
、
火
災
、

豪
雪
な
ど
の
災
害
時
に
活
用
す
る

た
め
、
全
県
下
の
市
町
村
に
防
災

無
線
の
設
置
計
画
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
　
こ
の
ほ
ど
　
当
市
に
設

置
さ
れ
、
去
る
六
月
一
日
か
ら
開

局
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
県
庁
を
基
地
に
全
市

　
　
　
国
の
防
災
関
係
機
関
（
百

五
十
四
局
）
を
防
災
無
線
で
結
び
、

有
事
に
備
え
る
こ
と
に
し
て
し
ま

す
。

　
当
市
で
は
、
総
務
課
、
宿
直
室
、

市
民
ホ
ー
ル
（
環
境
課
）
に
取
り

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
六
月
の
北
陸
地
方
の
天
気
予
報

で
は
、
つ
ゆ
入
り
が
平
年
並
み
か

や
や
早
い
み
こ
み
で
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
豪
雨
に
よ
る
水

害
、
崖
く
ず
れ
、
地
す
べ
り
等
の

災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
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二
十
歳
を
二
十
歳
の
手
で
！

76
　
、
．
卜
歳
の
新
し
い
門
出
を
、
我
々

の
罫
で
楽
し
い
思
い
出
を
残
そ
う
と

κ
月
レ
六
日
、
市
民
体
育
館
で
新
成

人
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
成
人
式
は

と
か
く
形
式
的
な
も
の
に
受
け
と
め

ら
れ
が
ち
で
す
が
、
式
典
は
式
典
と

し
て
、
今
年
初
め
て
の
試
み
で
し
た

が
、
　
“
、
一
十
歳
を
、
一
十
歳
の
手
で
”

を
合
言
葉
に
、
今
年
度
成
人
式
該
当

者
の
自
主
企
画
に
よ
る
こ
の
祭
は
、

企
画
か
ら
運
営
ま
で
す
べ
て
新
成
人

の
手
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

で
一
日
を
楽
し
む

は
約
五
十
人
が
参
加
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
に
、
ゲ
ー
ム
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
と
参
加
者
は
楽
し
い
愉
快
な
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。
企
画
委
員
会
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
の
代
表
十
八

名
（
男
九
名
、
女
九
名
）
で
構
成
さ

れ
二
月
中
旬
か
ら
熱
心
に
企
画
を
練

っ
て
き
ま
し
た
。
同
委
員
会
で
は
一

応
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
た
こ
と
を
喜

ぶ
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
も
心
に
残

る
催
し
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自主企画のゲームで一日を楽しむ新成人たち

正しい横断を
　市内の小学校に入学した新…

年生は、市内で847名。

　県及び日赤、十日町市から寄

贈された交通安全帽子と、交通

安全協会から寄贈されたランド

セルカバーを身につけて元気に

通学しています。写真は西小児

童の正しい横断歩道のわたり方

の練習風景。

徹
底
し
た
取
締
り
を
実
施

　
　
　
　
　
6
月
は
交
通
事
故
防
止
強
化
月
間

　
最
近
市
内
で
重
大
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
が
、
五
月
二
十
三
日

現
在
で
す
で
に
昨
年
の
二
倍
と
い
う

異
常
な
発
生
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
郡
市
交
通
安
全
対
策

会
議
、
郡
市
交
通
安
全
協
会
連
合
会
、

十
日
町
警
察
署
で
は
、
五
月
二
十
五

日
郡
市
緊
急
交
通
事
故
防
止
研
討
会

を
開
き
、
六
月
の
一
ヵ
月
間
を
交
通

事
故
防
止
強
化
月
間
と
し
て
強
力
な

運
動
を
展
開
し
て
行
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
特
に
、
飲
酒
運
転
者
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
徹
底
し
た
取
締
り
と

背
後
関
係
の
追
求
。
運
転
者
の
安
全

意
識
に
対
す
る
再
教
育
を
実
施
し
て

行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
主
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
防

止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

成
人
者
が
記
念
植
樹

　
去
る
五
月
九
H
の
成
人
式
終
了
後

市
民
会
館
前
で
成
人
者
の
記
念
植
樹

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
、
－
ま
、
青
年
会
議
所
が
主
催
し

て

一
r
・
、
た
も
の
で
、
「
は
ば
た
け
青
春
」

と
題
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
シ
ー
ダ
ー
二
本

が
振
り
袖
す
が
た
の
成
人
者

達
の
手
で
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
主
催
者
の
田
村
哲
彦

理
事
長
は
、
「
ヒ
マ

フ
ヤ
シ
ー

ダ
i
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
）
の
よ
う

に
強
く
た
く
ま
し
く
生
き
て

谷
し
し
」
と
成
人
者
に
呼
び

か
け
て
い
ま
し
た

村
山
幸
枝
さ
ん
の
生
活
体
験
発
表
は
、

市
民
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

交通事故発生状況（高年5月23日現在
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者

年15

弘
甜
到
劉

傷
響
－
一
－
計
｝

年罐
醤
草
遥

脈
蝦
倣
躰
山
内
正
豊
氏
ら
を
表
彰

　
新
潟
県
体
育
協
会
（
会
長
君
健
男
）

で
は
、
去
る
六
月
六
日
長
岡
市
で
行

わ
れ
た
県
民
ス
ポ
ー
ッ
の
日
中
央
大

会
（
第
1
9
回
新
潟
国
体
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
）
で
、
県
下
の
ス
ポ
！
ツ

振
興
に
尽
力
さ
れ
た
体
育
功
労
者
と

優
秀
競
技
者
を
表
彰
し
ま
し
た
が
、

卜
日
町
市
で
は
つ
ぎ
の
、
一
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

身障者雇用に新しい光
　
身
障
昔
の
．
雁
用
促
進
し
、
い

て
各
地
で
運
動
が
進
め
ら
n
．
曳

い
ま
す
が
、
、
曳
の
ほ
ざ
県
ド
各

地
に
先
が
け
、
県
心
身
障
害
者

雇
用
促
進
協
会
卜
H
町
支
部
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
身
障
者
の
雇
用
対
策

に
つ
い
て
効
果
的
な
活
動
を
進

め
、
身
障
者
に
適
当
な
職
場
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
N
H
K
青
年
の
主

張
全
国
コ
ン
ゥ
ー
ル
最
優
秀
賞

に
輝
く
村
山
幸
枝
さ
ん
の
生
活

体
験
発
表
な
ど
も
行
わ
れ
、
市

民
花
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

　
体
青
功
労
者

　
山
内
正
豊
氏
（
本
町
二
r
目
）

　
昭
和
二
十
五
年
、
十
日
町
公
民
館

長
に
就
任
、
社
会
教
育
及
び
社
会
体

育
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
町
村
合
併
後
は
、
ス
キ
ー

協
会
長
と
し
て
市
体
育
協
会
の
創
設

に
献
身
的
な
努
力
を
さ
れ
、
さ
ら
に

体
協
会
長
と
し
て
現
職
の
商
工
会
議

所
会
頭
に
就
任
さ
れ
る
ま
で
、
二
十

数
年
間
十
日
町
市
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興

に
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
優
秀
競
技
者

　
品
川
達
平
氏
（
山
本
第
、
二
）

　
十
日
町
高
等
学
校
教
諭
の
か
た
わ

ら
、
県
ス
キ
ー
界
の
第
一
人
者
と
し

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
五
予
年

度
国
体
ス
キ
ー
教
員
の
部
で
優
勝
。

こ
の
ほ
か
、
四
十
四
年
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
や
イ
ン
カ
レ
で
好
成
績
を
納
め
、

四
十
九
年
度
国
体
青
年
の
部
で
荏
位
、

リ
レ
ー
で
．
一
位
に
入
賞
す
る
な
ど
大

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
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甜
骸
な
ん
で
も
ど
う
ぞ

国
県
市
合
同
相
談
所
を
開
設

　
国
、
県
、
市
の
行
う
仕
事
に
つ
い

て
不
満
、
意
見
、
要
望
等
を
お
聞
き

し
、
そ
の
場
で
解
決
す
る
た
め
の
合

同
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。　

と
き
　
六
月
十
八
日
（
金
）
午
前

十
時
～
午
後
三
時

　
と
こ
ろ
　
市
役
所
四
階
大
会
議
室

　
参
加
行
政
機
関
　
新
潟
地
方
法
務

局
（
借
地
、
借
家
、
登
記
、
戸
籍
、

人
権
問
題
な
ど
）
北
陸
地
方
建
設
局

（
河
川
、
国
道
改
良
管
理
等
）
関
東

信
越
国
税
局
（
税
務
一
般
）
十
日
町

労
働
基
準
監
督
署
（
労
働
者
の
労
働

条
件
、
職
場
問
題
な
ど
）
十
日
町
郵

屡
藻
屡

愈
噂
齢

⇔
h
鰍
沸
蔭

2〃
薦
蒲
嚇

便
局
（
郵
便
、
貯
金
、
年
金
な
ど
）

十
日
町
警
察
署
（
運
転
免
許
、
交
通

問
題
、
行
方
不
明
者
等
）
県
庁
県
民

広
報
課
（
県
政
全
般
）
長
岡
社
会
保

険
事
務
所
（
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
）

十
日
町
土
木
事
務
所
（
河
川
県
道
の

改
良
管
理
、
建
築
、
そ
の
他
）
十
日

町
市
役
所
（
市
政
全
般
）
新
潟
行
政

監
察
局
（
右
担
当
機
関
以
外
の
全
般
）

講
演
会
の
お
知
ら
せ

と
き
　
六
月
二
十
二
日
午
後
、
一
時
～

　
　
四
時

と
こ
ろ
　
信
組
十
日
町
支
店
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
「
予
想
さ
れ
る
大
型
店
進

　
　
出
を
如
何
に
向
え
撃
つ
か
」

講
師
　
五
味
慶
晴
（
㈱
田
辺
経
営
新

　
　
潟
支
店
長
）

主
催
　
新
潟
県
信
用
組
合

融
馨
銃

　
私
た
ち
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
十
日
町

グ
ル
ー
プ
は
、
簡
素
な
旅
行
と
未
知

の
世
界
を
た
ず
ね
て
見
聞
を
ひ
ろ
め

る
こ
と
を
目
的
に
ホ
ス
テ
ン
グ
を
行

っ
た
り
、
キ
ャ
ン
プ
、
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
例
会
日
は
、
毎
月
八
日
、
十
八
日
で

公
民
館
を
会
場
に
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
数
は
正
会
員
四
十
八
名
、

準
会
員
三
十
名
。
年
齢
に
関
係
な
く

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　
希
望
の
方
は
例
会
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

第
2
7
回
雪
ま
つ
り
に
参
加
し
た

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
グ
ル
ー
プ

棚
る
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
募
集

　
昭
和
五
十
一
年
度
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　
応
募
規
定

　
明
る
い
選
挙
を
お
し
す
す
め
る
こ

と
を
表
わ
す
も
の
で
、
小
学
校
児
童
、

中
学
校
、
高
校
の
生
徒
が
書
い
た
も

の
（
｝
人
一
点
）
。
色
彩
は
自
由
、
大

き
さ
は
四
十
五
七
手
・
×
．
二
十
ノ
、
か
ら
五

十
五
諺
×
四
十
諺
以
内
。
作
品
の
裏

右
下
に
県
名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
、

性
別
等
を
書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
募
集
期
間
　
五
月
．
一
卜
日
～
九
月

十
日
ま
で
に
十
日
町
市
選
挙
管
理
委

員
会
（
曾
七
㌧
一
二
二
番
）
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

　
▽
庭
野
清
三
（
学
校
町
一
）
…
三
万

円
▽
八
島
勉
（
稲
荷
町
四
）
…
五
万

円
▽
太
田
幸
子
（
南
鐙
坂
）
…
十
万

円
（
母
子
福
祉
に
五
万
円
、
交
通
安

非
常
勤
交
通
指
導
員
の

ひ
と
こ
と

中沢幾太郎
（四日町第顎

　
最
近
、
歩
行
者
の
横
断
中
の
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
歩
行
者
は
つ

ぎ
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
）
道
路
の
横
断
は
、
横
断
歩
道
を
利

用
し
、
横
断
歩
道
の
途
い
所
で
も
斜

め
横
断
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

C
横
断
す
る
と
き
は
、
手
を
上
げ
て

車
に
知
ら
せ
、
で
き
る
だ
け
速
や
か

に
横
断
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
連

れ
の
と
き
は
、
し
っ
か
り
手
を
つ
な

い
で
横
断
し
て
く
だ
さ
い
，

○
信
号
機
の
あ
る
所
は
必
ず
信
号
機

の
指
示
に
従
い
、
ま
た
青
信
号
の
横

断
歩
道
で
も
急
な
飛
び
出
し
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

全
施
設
に
五
万
円
）
以
上
香
典
返
し

▽
内
藤
直
義
（
椌
木
）
…
辛
三
百
円

▽
根
津
智
子
（
本
町
六
ノ
三
）
…
千

三
十
五
円
▽
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
…
六

万
五
千
三
百
五
十
円
▽
匿
名
…
干
四

百
八
十
五
円
▽
匿
名
…
五
百
円

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
に

ご
参
加
を

　
戸
外
に
出
て
楽
し
い
体
力
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
教
委
で
は

市
民
体
力
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
仲
間
づ
く
り

と
健
康
増
進
を
は
か
る
た
め
、
つ
ぎ

の
と
お
り
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
計
画

し
ま
し
た
。

　
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

期
日
六
月
二
十
日
（
日
）

　
　
雨
天
中
止

月
6
β
ヒ
い
う
目
は

学
庄
に
乙
・
て

　
日
暖
日
臥
外
に

　
林
窃
が
な
く

　
　
睡
底
℃
戦
つ

　
　
恐
挿
鳶

コ
7
り

】
ワ
随＼

、
遷

、
紬
郭

豊
夙
家
の
人
俗

田
植
え
も
終
ぞ

　
　
　
　
一
を
爬
し

㊥
ζ

　
　
　
　
　
づ

　
　
　
課
、
．
．
髄

＼
　
　
　
　
　
　
　
」

＜／

歯
医
着
さ
ん
は

．
歯
q
庸
些
遇
禽
”
に

　
　
　
感
噛
き
堕

⑱
惑

③
　
　
　
餓
～

　
キ
ス
フ

そ
㌧
マ
挺
象
台
が

　
大
事
に
ヤ
、
れ
伝
り

僕
壕
需
オ
・

駄
鯉

欝編

騎
藤
廟
お
心
当
た
り
の
方
お
知
ら
せ
く
だ
ざ
い

　
去
る
五
月
二
日
、
十
二
平
（
本
町
東
一

丁
目
）
の
杉
林
で
発
見
さ
れ
た
死
体
に

つ
い
て
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
市

社
会
福
祉
事
務
所
ま
た
は
十
日
町
警
察

署
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
特
徴

　
年
齢
二
十
～
三
十
歳
位
の
男
性
、
身

長
一
五
六
七
手
、
口
、
や
せ
型
で
長
髪
、
胸
毛

が
あ
リ
、
足
底
二
二
・
五
諺
位
。
頭
部
及

び
手
の
指
が
白
骨
化
し
て
い
る
た
め
、

昨
年
十
二
月
頃
死
亡
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
ま
す
o

　
着
衣
等
は
、
茶
色
の
ジ
タ
ノ
バ
ー
、
黒

色
長
袖
の
サ
マ
ー
セ
ー
タ
ー
、
草
色
ベ

ル
ト
、
シ
マ
の
ズ
ポ
ン
、
茶
色
ナ
イ
ロ
ン

製
の
靴
下
、
チ
ョ
］
レ
ー
ト
色
の
短
靴
、

腕
時
計
は
セ
イ
コ
ー
フ
ァ
イ
ブ
D
X
機
番

六
一
〇
六
A
、
側
番
七
九
〇
一
六
一
二
、
創

傷
等
も
な
く
自
殺
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

コ
ー
ス
　
市
民
体
育
館
前
～
大
池

　
　
（
昼
食
）
～
落
之
水
～
市
民
体

　
　
育
館
（
約
二
十
㎞
）

集
合
場
所
　
市
民
体
育
館
前
午
前
八

　
　
時
半
集
合
、
九
時
出
発
～
午
後

　
　
三
時
終
了
解
散

携
行
品
　
昼
食
、
水
筒
、
雨
具

申
し
込
み
市
教
委
社
会
教
育
課
（
曾

　
　
七
⊥
三
一
一
番
）
ま
た
は
、

　
　
市
民
体
育
館
（
曾
七
－
五
二
〇

　
　
八
番
）
へ
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耀讐Σ逢
魂
、鐵

　十日町小学校5学年PT
A（滝沢章次学年委員長）

は、去る6月27（臼曜日）笹

原台地（川治の原）の通称

田中牧場（田中顕氏所有）

の一角を借り、十小親子

農園をつくりました一。

　これは、自然に親しみ

ながら、親子の対話づく

りを進め、連帯の輪を広

げようと行われたもので

約300人の児童・父兄達は

秋の収穫を楽しみにサツ

マイモ、枝豆、トウモロ

コシ苗を手ぎわよく植え

つけました。

　午後からは、手づくり

の農園汁に舌つづみをう

ち、レクリエーションな

どを行い、みんなで楽し

い一日を過ごしました．
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　　藁　　綱璽剛鴫
　　　　　　謙

　　　　　繊，
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慈劉篠

穐

　購
職

自然に親しみながら親子の対話づくりを！

　秋の収穫を楽しみに、枝豆の植えつけをする
　十小5学年の親子たち．

勇

幽
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脚
．
難
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